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令和6年6月調査

市内認可保育園等58施設（公立8施設・私立50施設）を対象にアンケート調査を実施

1．市内保育園等のアレルギー食実施状況
58施設中45施設（公立7施設・私立38施設）においてアレルギー除去食の対応をしている状況である。
アレルギー除去食対象児数115人

2．クラス別による食物アレルギー児の数と割合
	クラス
	アレルギー児数
	在園児数
	アレルギー児の割合

	0歳児クラス
	4
	199
	2%

	1歳児クラス
	30
	646
	5%

	2歳児クラス
	25
	767
	3%

	3歳児クラス
	22
	648
	3%

	4歳児クラス
	17
	671
	3%

	5歳児クラス
	17
	700
	2%

	合計
	115
	3631
	3%



3．1人あたりの除去食品数　　　　　　　　　　　　　　　　　　      ［単位：人］
	1品：88
	2品：22
	3品：4
	4品：0
	5品以上：1



4．食物アレルギーの原因となる品目別人数（※複数回答有り）　       ［単位：人］
	鶏卵：67
	乳・乳製品：27
	魚類：12
	ナッツ類：8

	バナナ：4
	魚卵：4
	ピーナッツ：3
	キウイフルーツ：3

	甲殻類：3
	小麦：3
	そば：3
	大豆：2

	鶏肉：2
	その他：8（納豆・山芋・桃・苺・柑橘類・りんご・メロン・西瓜）



5．食物アレルギー対応マニュアルの有無
有：58施設　　無：0施設
6．誤食の報告（令和5年4月から令和6年3月）
　 1年間で1件の報告有り

	クラス
	3歳児クラス　　

	本児除去食品
	バナナ

	誤食の状況について
	給食のデザートとして提供した野菜ジュースにバナナ果汁が入っていた。気づいた時にはすでに125ml完飲していた。
様子観察を行ったが，幸い特に症状は出現しなかった。

	病院受診について
	無し

	エピペンの使用について
	預かっていない

	誤食後の園での対応について

誤食発生時の記録
　有　・　無　
	誤食発覚後から適宜体調の確認を行った。
保護者には発覚後すぐに電話連絡。
事の経緯を看護師より説明。
「症状が出ていなければ大丈夫」とのことで，保護者からの受診依頼はなかったので，そのまま体調の確認を行った。

	再発防止のための話し合いについて
　　　　　有　・　無
	提供前に表示を確認しなかったために起こった事故だった。
提供時だけでなく，購入時や前日準備の段階での表示の確認や，提供時のダブルチェックを徹底するように話し合いを行った。



誤食報告件数の推移
	年度
	誤食報告件数
[単位：件]

	令和2年度
	4 

	令和3年度
	3

	令和4年度
	1

	令和5年度
	4

	令和6年度
	1





　　


